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「VXO可変範囲実測」 

 

０．概　要： 

 ①水晶発振子(Xtal)とｺｲﾙ(L)・ポリﾊﾞﾘｺﾝ(PVC)の組合せによる VXO(可変水晶 

 　　　　　発振回路)の最適化を探る。

 ②ﾄﾗﾝｼﾞｽﾀ(Tr)や IC 内蔵 OSC  (発振回路)との組み合わせを検証。

 

Ⅰ．はじめに： 

　VXO(Variable Xtal Oscillator ／周波数固定の水晶発振子の周波数を可変する発振回路)過

去の実験総まとめ。省電力送受信機での使用を目的とするが、VFO は不安定、PLL/ﾌﾟﾛｸﾞ
ﾗﾏﾌﾞﾙ IC 発振は電力消費、VXO をﾄﾗﾝｼﾞｽﾀ等で組めば可変範囲が大きいが電力を食う。

NE612 等の IC 内蔵 OSC 利用では省電力であるが、ほとんど周波数が動かない。『IC 内蔵

OSC を利用した実用可変範囲の VXO』を模索し、今後の資料とする。 

 

Ⅱ．発振回路： 
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Ⅲ．結果： 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅳ．考察・課題： 

　　＊水晶発振子は HC49 型U(背の高い)方が US(背が低い)ﾀｲﾌﾟより周波数が動く。 

　　＊接続①(L なし PVC 直列)だと表示周波数より上に、Tr・IC 内蔵とも数 kHz  動く。

　　＊接続②(L・PVC 直列)、L で下にひっぱり、VC  容量が小→上に動く。

 　　L が大きすぎると不安定･発進停止。回路・水晶個体差による最適 L  あり。

　　＊接続③SuperVXO(水晶並列)は、最適 L だと強く安定して大きく周波数が動く。 

　　＊ Tr 回路は大きく動くが 9V5mA ほど電力を消費。IC  内蔵はほとんど動かない。

　　※接続③SuperVXO(7.030MHz 水晶並列)＋ NE612 で⊿ 30kHz 以上と CW 範囲で実意 

 　　用域!!　14MHz の第 2 高調波も出ており、簡易 2 ﾊﾞﾝﾄﾞ DC 受信機の可能性。 

 

Ⅸ．参考資料： FCZ 誌、CQ 誌、各種出版物　→本校による実測ﾃﾞｰﾀ 
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